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第
三
者
委
員
会
が
指
摘
す
る
問
題
点
と
は
？

　
防
災
ゼ
リ
ー
事
業
や
高
規
格
救
急
自
動
車

研
究
開
発
事
業
（
以
下
「
本
事
業
」
と
い
う
）

で
最
も
問
題
と
な
る
の
は
、
事
業
計
画
の
不

備
で
す
。
い
ず
れ
も
高
額
な
費
用
を
要
し
て

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
事
業
目
的
や
達
成

方
法
、
そ
の
効
果
な
ど
に
つ
い
て
の
事
前
の

十
分
な
検
討
が
な
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

事
業
計
画
の
不
備

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
の
期
間
と
期
限

　
高
規
格
救
急
自
動
車
の
開
発
目
的
は
、
救

急
自
動
車
市
場
が
少
数
の
企
業
に
支
配
し
て

い
る
状
態
を
打
破
す
る
こ
と
で
し
た
。
し
か

し
、
複
数
の
企
業
が
参
入
を
検
討
す
る
た
め

の
十
分
な
時
間
が
な
く
、
結
果
的
に
ワ
ン
テ
ー

ブ
ル
だ
け
が
応
募
す
る
形
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
が
官
製
談
合
の
疑
い
を
生
ん
だ
原
因
と

な
っ
て
い
ま
す
。

財
源
に
関
す
る
問
題

　
本
事
業
の
財
源
は
、
寄
附
金
や
交
付
金
を
活

用
し
て
い
ま
す
。
自
主
財
源
を
用
い
て
い
な
い

こ
と
か
ら
、
厳
し
く
吟
味
が
さ
れ
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
。
特
に
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
は
寄
附

者
が
寄
附
の
用
途
を
指
定
で
き
る
た
め
、
そ
の

要
求
に
沿
っ
た
事
業
を
進
め
ざ
る
を
得
な
い
側

面
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
単
年
度
に
支
出
せ
ず
、

リ
ー
ス
事
業
の
進
捗
に
応
じ
て
次
年
度
に
繰
り

再
発
防
止
策
の
提
案

町
民
へ
の
説
明

　
事
業
の
目
的
や
効
果
を
住
民
に
十
分
に

説
明
し
、
理
解
を
得
る
べ
き
。

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
の
適
正
な
期
間
設
定

　
寡
占
状
態
の
事
業
で
は
十
分
な
応
募
期

間
を
設
け
、
透
明
性
を
確
保
す
べ
き
。

基
金
の
適
切
な
活
用

　
事
業
が
年
度
内
に
完
了
し
な
い
場
合
は
、

基
金
を
活
用
し
て
翌
年
度
に
繰
り
越
す
べ
き
。

事
業
運
営
体
制
の
整
備

　
チ
ー
ム
体
制
で
継
続
的
に
対
応
し
、
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
を
適
切
に
利
用
す
べ
き
。

監
視
体
制
の
整
備

　
内
部
会
議
、
町
議
会
、
監
査
委
員
に
よ

る
適
切
な
監
視
体
制
を
確
立
す
べ
き
。

事
業
評
価
と
計
画
策
定

 

　
事
業
ご
と
の
評
価
と
適
正
な
事
業
計

画
を
策
定
す
る
べ
き
。

　
現
在
、
町
で
は
こ
の
報
告
書
を

受
け
て
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
信
頼

回
復
の
た
め
、
対
応
策
に
つ
い
て

協
議
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
決
ま

り
次
第
、
町
民
の
皆
さ
ま
に
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

仕
様
書
の
問
題

　
仕
様
書
作
成
の
担
当
者
は
高
規
格
救
急
自

動
車
の
知
識
が
な
く
、
外
部
の
情
報
や
他
の

救
急
自
動
車
の
仕
様
書
を
参
考
に
作
成
を
し

て
い
ま
し
た
。
結
果
的
に
ワ
ン
テ
ー
ブ
ル
が

特
定
の
救
急
自
動
車
を
提
案
し
、
仕
様
書
も

そ
れ
に
沿
っ
た
内
容
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、

手
続
き
の
公
正
性
・
透
明
性
を
欠
く
も
の
で

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

や
協
議
が
な
さ
れ
ず
、
内
部
で
の
実
質
的
な
議

論
が
欠
如
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
議
会
は
詳

細
な
検
討
を
行
わ
な
い
ま
ま
予
算
を
可
決
し
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
、
監
査
委
員
の
監
視
も
不
十

分
で
し
た
。

▲鈴木委員長（左）から引地町長（右）へ報告書が手交される

※第三者委員会の報

告書は町ホームペー

ジで公表しています

運
営
体
制
の
問
題

　
高
額
な
予
算
支
出
を
伴
う
長
期
的
な
事
業

は
、
本
来
、
チ
ー
ム
と
し
て
の
対
応
が
必
要
で

し
た
が
、
実
質
的
に
１
人
の
職
員
が
担
当
し
て

お
り
、
こ
の
体
制
は
企
業
側
の
意
向
に
引
き
ず

ら
れ
る
危
険
性
を
孕は

ら

ん
で
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ワ
ン
テ
ー
ブ
ル
と
の
や
り
取
り
も
Ｓ

Ｎ
Ｓ
を
通
じ
た
非
公
式
な
手
段
を
用
い
る
な
ど

ず
さ
ん
で
し
た
。
公
務
に
お
け
る
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
使
用
の
規
定
が
整
備
さ
れ

て
い
な
か
っ
た
こ
と
も
、
問
題
の
一
因
で
す
。

住
民
へ
の
説
明
と
事
業
評
価
の
不
備

　
国
見
町
は
新
聞
報
道
後
に
住
民
説
明
会
を

実
施
し
ま
し
た
が
、
本
事
業
の
よ
う
な
大
規
模

な
事
業
の
場
合
、
事
業
開
始
前
に
行
わ
れ
る
べ

き
も
の
で
し
た
。
住
民
に
十
分
な
説
明
を
行
い
、

理
解
を
得
る
こ
と
が
欠
け
て
い
た
結
果
、
後
に

報
道
を
見
た
住
民
の
不
安
や
疑
問
が
広
が
っ
た

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
本
事
業
の
効
果
・
問
題
点
に
つ
い
て
十

分
な
事
業
評
価
が
行
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

監
視
体
制
の
不
十
分
さ

　
本
事
業
の
よ
う
な
大
規
模
な
事
業
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
内
部
会
議
な
ど
で
全
体
で
の
共
有

越
す
な
ど
の
対
応
も
考
え
る
べ
き
で
し
た
。
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（4）国見町まち・ひと・しごと創生推進基金条例

企業版ふるさと納税の用途は、地方創生に資する事業に限られており、年度内に支出することが義務付けられて

いるが、基金を設置することで次年度以降への繰り越しが可能となるため、その基金の設置について定めた条例。

令和 4年 2月
ワンテーブルと“未来志向によるまちづくり”などを目的とした包括連携協定を結ぶ。

企業Aから「災害・救急車両の研究開発・製造」のため、企業版ふるさと納税3億5700万円が納付される。

令和 4年 3月
国見町議会は、「国見町まち・ひと・しごと創生推進基金条例（4）」を可決。

国見町官民連携コンソーシアム委員会を開催し、国見町と 13 企業が参加。

令和 4年 4月
ワンテーブルに「国見町官民共創コンソーシアム業務」を委託した。委託料 4000 万円。また、「地域

力創造アドバイザリー業務」を委託した。委託料 560 万円。

令和 4年 7月
ワンテーブルがベルリングの救急自動車（C-CABIN）を町役場駐車場に持参し、見学を行った。

企業Bから「災害・救急自動車両の研究開発・製造」のため、企業版ふるさと納税1500万円が納付される。

令和 4年 8月
企業Cから「災害・救急自動車両の研究開発・製造」のため、企業版ふるさと納税6000万円が納付される。

令和 4年 9月
国見町議会は、高規格救急自動車研究開発事業費 4億 3210 万円を含む補正予算を可決。

令和 4年 11月～ 12月
「高規格救急自動車研究開発等業務」についてプロポーザルの公募を開始。ワンテーブル 1 社から応

募があり、提案を採択し、委託契約を結んだ。委託料 4億 3208 万円。

令和 5年 2月～
河北新報が高規格救急自動車事業などの記事を連日、掲載。また、ワンテーブル元社長の不適切発言

の音声データをインターネットで公開した。

令和 5年 3月

国見町はワンテーブル元社長を呼び、新聞報道の真偽を確認。これを認めたため、ワンテーブルとの「包

括連携協定」、「国見町官民共創コンソーシアム業務委託」、「国見町地域力創造アドバイザリー業務委託」

について、合意解約し、契約金を支払わないこととした。

国見町は、国見町議会の全員協議会で、ワンテーブルとの協定、業務委託を合意解約すること、また、完

成に近い高規格救急自動車は町が取得し、必要とする消防本部、病院等へ譲与することを説明、町議会の

了承を得る。

令和 5年 4月
国見町議会は、高規格救急自動車 12 台を国見町が取得するという議案を可決。

令和 6年 4月 19 日までに、12 台全て救急自動車を必要とする消防本部や病院等へ引き渡された。

寄附企業 A

寄附企業 B

寄附企業 C

 寄附額の最大 9割が軽減 企業版ふるさと納税
(計 4億 3200 万円）

救急車 12 台
リース契約

・実証データ
・リース料

リース企業

他自治体

消防組合

救
急
車
リ
ー
ス

・
実
証
デ
ー
タ

・
リ
ー
ス
料

令和 5年度以降の計画

製造発注

国見町

ワンテーブル

事
業
委
託

ベルリング
伊達地方
消防組合

ヒアリング調査
（救急車の課題等）

高規格救急自動車研究開発事業等 スキーム図


